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校長より 

 保留になっていた修学旅行について、市内全校

の中止が決定しました。３年生へは以下のことを

伝えました。 

～学年集会・校長の話～ 

これまで行けるか、行けないかずっと気をもん

でいたと思います。それでも行く想定で事前学習

やコース決め、班決めなど様々な取り組みをして

きたことは承知しています。調布市立中学校校長

会としても、できることなら実施したいと考え、

旅行業者を通して、京都府と連絡を取り合いなが

ら、協議を重ねてきました。その結果、市内全校の

中止が決まりました。本当に残念ですが、皆さん、

皆さんの家族、皆さんの周囲の人の健康・安全を

第一に考えての判断です。どうか、受け止めてく

ださい。中止になった 1 番大きな理由は、旅行中

に感染または濃厚接触者になった場合の現地での

対応が整っていないということです。ＪＴＢによ

ると「京都府は、修学旅行専用の２４時間感染電

話相談窓口を設ける予定ではあるが、まだ開設さ

れていないし、開設時期も未定。また、ＰＣＲ検

査、受け入れ病院の開示は無い。さらに、検査結果

が判明するまでの待機場所の確保も未定」。つまり、

相談の窓口も、検査機関も、待機場所もはっきり

しない状況です。ぎりぎりまで待てば、感染がお

さまるか、あるいは現地の体制がある程度整うか

と期待していましたが、そうなりませんでした。

宿泊行事では、たいてい発熱する生徒がいるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

です。それがコロナとは関係なかったとしても、

今の状況ではコロナを疑って対応せざるを得ませ

ん。そうなれば、保護者に迎えに来てもらったり、

別のホテルで隔離したりする必要があります。発

熱した生徒のみの対応ならばまだいいのですが、

同じ班、部屋、クラスの生徒も濃厚接触者と判断

されれば、学年から切り離してそれぞれ隔離しな

ければいけなくなるかもしれません。そうなった

時は引率の先生方だけでは対応が困難なのが現状

です。それに加えて、ここ１週間の感染者数をみ

ると、東京から新幹線に乗って、観光地の京都、奈

良へ行くことは、感染拡大防止という考え方から

すると決して良いとは言えません。皆さんが、観

光地で感染し帰宅後に同居の家族へ感染が広がる

可能性も無いとは言い切れません。都内の感染者

数が多くなっていて、日本全体で第２波を心配す

る現状もふまえ、本当に残念ですが、中止もやむ

を得ない状況です。私も、先生方も、皆さんも行き

たかったという思いは同じです。それでも、学校

行事では、万が一を想定して判断せざるを得ない

ことをどうか理解してください。皆さんには、気

持ちを切り替えて次の目標に向かって進んでほし

いと思います。 

 保護者の皆様には、ご心配おかけしましたこと

心よりお詫び申し上げますとともに、今回の判断

へのご理解をいただきますようお願いいたします。

なお、旅行代金の返金については、追ってお知ら

せいたします。ご了承ください。 



ｗｉｔｈコロナ 

 数日前、応急手当普及員の更新講習を受講しま

した。６月いっぱい講習が中止になっていたので、

講習再開後、第１回目の講習会とのことでした。

会場につくと、入口には手指消毒、少し入ったと

ころに非接触型の体温計による検温（35.2℃だっ

たので「低いですが大丈夫ですか」と言われる）、

エレベーターに乗ると四隅に外側を向く足のマー

ク、講習を受ける部屋で再び手指消毒、席は２ｍ

間隔、講師はマスク、受講生もマスク、そして換

気。可能な感染対策が徹底して講じられていまし

た。救命処置を練習するための人体模型は、普段

は 1 体を４～５人の受講生で共有するのですが、

今回は１人につきそれぞれ１体でした。おかげで、

いつもの４～５倍の体験ができ、ヘトヘトになり

ました。特筆すべきなのは、傷病者がコロナ感染

者かもしれないという想定での訓練があったこと

です。こういうところでも、ｗｉｔｈコロナが推

進されていることに改めて感心しました。 

皆さんも、日常を振り返り可能な感染防止対策

を改めて考えてみてください。まだ、できること

があるかもしれません。 

 

＊応急手当普及員 

日本で消防機関による応急処置技能の普及を支

援し救命講習を教授する人員またはその資格。 

応急手当普及員は３年生が受講する上級救命講

習の講師などができます。 

＊自動体外式除細動器ＡＥＤ 

応急手当で使用します。「ＡＥＤ持ってきて！」

と言われたら、躊躇(ちゅうちょ)せずに協力して

ください。 

 

 

 

 

 

８月の行事予定   

 

８月の目標 暑さに負けない身体づくりをしよう。 

 

日 曜 行事予定 

１ 土  

２ 日  

３ 月 三者面談始(午後) 

４ 火 全校朝礼 

５ 水  

６ 木 給食終 

７ 金 終業式 

８ 土 夏季休業日始 

９ 日  

１０ 月 山の日 

１１ 火 閉庁日 

１２ 水 閉庁日 

１３ 木 閉庁日 

１４ 金 閉庁日 

１５ 土  

１６ 日  

１７ 月  

１８ 火  

１９ 水  

２０ 木 三者面談終 

２１ 金 夏季休業日終 

２２ 土  

２３ 日  

２４ 月 始業式 身体計測 

２５ 火 安全指導・避難訓練 給食始 

心臓検診(午後) 

２６ 水  

２７ 木 眼科検診(午前) 

２８ 金  

２９ 土 土曜授業 弁当 

３０ 日  

３１ 月 専門委員会 生徒協議会 

学校には、職員玄関と

保健室にあります 



 


